
   水芭蕉曼陀羅襖絵見学     レポーター：ひばりが丘駅前 そば処柳屋店主 伊藤秀継氏 

 

 佐藤多持（1919-2004 ８５歳）の生誕１００年を記念した水芭蕉曼陀羅襖絵特別公開が観音寺（国分

寺市西町2-27）で行われると知り、青梅街道を西へ向けてひた走り行ってきました。同時期には国立駅

周辺で佐藤多持関連の様々なイベントが開催されていました。 

 植木屋の並ぶ細い路を進むとやがて清閑な観音寺の山門が視えてきます。境内にはすでに中高年

の方々が多く見学にいらしています。１０畳４室、３６面に描かれた弧と円で抽象化された水芭蕉はど

れも表情が異なります。黒猫と夕陽の襖絵も含めると３８面でしょうか。襖絵から受け取る印象はひとそ

れぞれだとは思いますが、一般的には円弧と丸の刻むリズムが宇宙観と人間が内臓された深いものと

されているそうです。時間があれば襖絵の前でゆっくり座して己の内面に問いかけてみたい作品です。 

 時間の許す限り観賞を終えたら、再び自転車を走らせて帰路につくのでした。なお、この襖絵は毎年

の正月と特別行事でも一般公開されています。お問い合わせは観音寺まで。（042-572-3225） 

ワンピースと京急コラボ企画 レポーター：ひばりが丘駅前 そば処柳屋店主 伊藤秀継氏 

 

 ワンピースのアニメ放送２０周年と京急１２０周年のコラボ企画が京急宴線（2019,09,16まで）として実

施されていると知り、さっそく出かけてみました。いろいろ展開されている企画のなかで私が選んだの

は、青物横町駅をはじめ生麦駅、黄金町駅、上大岡駅、横須賀中央駅、ＹＲＰ野比駅、三浦海岸駅の７

つの駅に掲げられている特製看板巡りです。 

 青物横町駅に辿りつき、まずは京急宴線特別仕様の「青物横チョッパー駅」をカメラにおさめ、輪行と

自走を織り交ぜながら進みます。「生麦わらの一味駅」「ゴール・Ｄ・ロジャー駅」と続き、「ナミ大岡駅」に

は京急デパートが在るので寄り道してみますと、限定グッズやスイーツが出迎えてくれます。 

 しばらく電車に揺られ、「横スタンビード中央駅」に降り立ってみると、周辺はルフィのなわばりになった

もよう。「Ｙアールフィ野比～駅」まで来ると、横須賀とは違った潮の香りがしてきます。国道１３４号線を

進むと、左手には砂浜が視えてきました。ここが三浦海岸のようです、「三浦“海賊王におれはなるっ!!!!”

駅」から、海水浴帰りの方々と電車に揺られ都心を目指すのでした。 

ブログに本文掲載 ばいしくる

そばやのぶろぐつう で検索 



ブログ お台場散歩 レポーター：ひばりが丘駅前 そば処柳屋店主 伊藤秀継氏 

 

 猪を巡るツーリングで都内を走り回っている合間に、お台場に立ち寄ってみまし

た。半蔵門から皇居の外周の歩道に入ると、ランナー以外の人々でごったがえし

ています。うっかりしていました、現在は乾門の桜が一般公開されているでした。な

るほど、この混雑も納得です。勝鬨橋を渡り、豊洲へ向う道すがら視えてきたの

は、有明アリーナをはじめとした建設中のオリンピック関連の建造物。 

 まずは国際展示場駅をめざします。このほど、生誕９０周年を迎えた故手塚治虫

さんの人気キャラクターが描かれた大型レリーフ「手塚治虫キャラクターズ大行進」を視る為です。縦約

2,6メートル、横約8,8メートルの大迫力です。元は１９７６年に少年チャンピオンの「ブラックジャック特集

号」の付録として描かれ、当時は右上に手塚治虫さんの顔写真がはめこまれていました。元の絵を再

構成して３６体に絞り込まれました。なるほど、見比べてみるとトリトンやサファイヤが剣を突きだしてい

る意味が解りますね。もう一つ付け加えておくなら、裏面はブラックジャックジャンボポスターなので、本

来この絵の中にブラックジャックは描かれていなかったんです。 

 続いてはダイバーシティへ向い、等身大ユニコーンガンダム立像を観賞します。発光などの演出が施

される時間（11:00,13:00,15:00,17:00）には間に合いませんでした残念。おそらく、赤いデストロイモードな

んだろうなぁ。等身大巨大ロボットを見上げる興奮は、興味のない人には伝わらないかな～。 

 まだまだ見頃の桜を訪ねながら、「猪」を求めて両国へ北上を開始します。 

                      久しぶりのお正月ツーリング 2021年1月2日 

  

 今年のお正月はコロナの影響で新年会なし・何もなし・多分どこのお宅も同じだったようですね。 

4ケ月前に半月板損傷をやってから、その日その日で膝の状態が微妙に変化するので 怖くて自転車

には乗っていませんでした。 

担当医曰く 「 劇的な回復ですね  やっぱり鍼灸治療はいいですね  小林先生これからも積極的に

自分で鍼灸治療をやって お痛みをコントロールして下さいね もう来なくていいですよ～ 」 

 

一度壊れた半月板は2度と治りません。そのままの状態で痛みが生じないように、筋力維持に努めつ

つ 長期的には膝の変形が進まないように、足底板を使っていくしかありません。ただし、最近では再

生医療という方法もあります。自分の細胞を培養して注射すると 半月板が確実に再生します。ただ

し、保険適用ではないので最低でも120万円程度は必要です。妻曰く 「若い人なら再生医療は必要よ

ね～ 長い人生痛みと同居じゃやだもんね～ あなたは 治しても この先何年生きるのかしらね～ 」 

私曰く 「・・・・・・・・」 

 

重苦しい雰囲気から脱出すべく ツーリングに出発しまし

た。自宅から30分も走ると江戸川の水門に到着します。

見晴らしが良く スカイツリーが良く見えました。快晴で北

風も弱く穏やかな正月ですが 人出は少ないようでした。 江戸川土手を北に向かい小

岩を通り越して柴又帝釈天に到着。ものすごい人出で、蜜・蜜・蜜。屋台もたくさん出て 

実に賑やかで久しぶりの風景に少し興奮。 金町浄水場を通り越して 再び江戸川を渡

り松戸へ。矢切ねぎを見ながら国府台に到着。弘法寺の階段を見てから手児奈霊堂へ  

人出は少ないようでした。自宅に帰り４０ｋｍ お灸で疲れを癒しました。 

レポーター：編集部の小林昭 

 

 


